
2021.8.1	 №175	 令和３年６月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

なとり市議会だより

那智が丘地区では地域まちづくり活動が住民
主体で行われています。
この地域との連携による取組が高く評価され、
那智が丘公民館は令和２年度に文部科学省の
優良公民館表彰で最優秀館に選ばれました。

野菜市３周年記念＆餅つき大会の様子
（平成30年11月２日撮影）
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広 聴
広 報

一
般
質
問
を
含
め
た
本
会
議
の
内
容
は
、
録
画

で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
議
会
中
継
」
か
ら
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

議
員
が
聞
い
た

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

質
問
し
た
内
容

１ 

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望
等

へ
の
対
応

市
民
要
望
等
に
対
応
す
る

「
広
聴
・
広
報
」
の
ル
ー
ル
化
を

Q

Q

Q Q AA

AA

　

市
庁
舎
に
は
市
民
か
ら
の
質

問
や
相
談
等
に
応
じ
る
「
目
安

箱
」
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
「
ご
意
見
・
ご
質
問
」
と

の
欄
が
あ
る
。
要
望
や
提
案
、

意
見
等
に
対
す
る
「
広
聴
・
広

報
」
の
在
り
方
と
し
て
、
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

市
民
か
ら
直
接
ご
意
見
等
を

頂
く
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
捉

え
て
お
り
、
引
き
続
き
適
切
な

運
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
意
見
／

提
案
／
要
望
に
つ
い
て
は
ご
投

稿
を
承
り
ま
す
が
基
本
的
に
は

回
答
致
し
か
ね
ま
す
の
で
、
ご

容
赦
く
だ
さ
い
」
と
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

　

基
本
的
に
は
回
答
し
て
い
る

と
捉
え
て
い
る
が
、
表
現
が
良

く
な
い
と
こ
ろ
は
改
め
た
い
。

　

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望

や
提
案
、
意
見
等
に
適
切
な
対

応
を
す
る
た
め
、
他
自
治
体
を

参
考
に
「
広
聴
・
広
報
」
に
関

す
る
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
整
備
す
べ
き
。

　

市
民
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要

望
に
は
、
各
担
当
課
に
お
い
て

職
員
一
人
一
人
が
市
民
の
立
場

に
立
ち
、
対
応
す
る
こ
と
が
前

提
と
捉
え
て
い
る
。
広
聴
・
広

報
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
目
安
箱

の
ル
ー
ル
も
踏
ま
え
、
他
自
治

体
を
参
考
に
整
備
し
た
い
。

　

市
民
の
声
の
見
え
る
化
に
努

め
る
べ
き
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
し
て
受
付
か
ら

対
応
、
公
表
ま
で
を
ど
の
よ
う

に
で
き
る
か
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

菊地　昌夫

一
般
質
問
と
は

般

一

質

問

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い

て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
11
人
の
議
員
か
ら
25
項
目
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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「
生
理
の
貧
困
」
を
、
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

　

経
済
的
理
由
で
生
理
用
品
を

買
え
ず
、
利
用
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
を
指
し
、
先
進
国

で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
育
課
題
の
１
つ
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

　

単
に
生
理
用
品
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
部
分
も
多
い
。
生
理

の
貧
困
は
、
尊
厳
の
問
題
で
も

あ
り
、
教
育
の
機
会
の
喪
失
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
も
、

市
内
の
全
て
の
公
共
施
設
、
小

中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
設
置
す
べ
き
。

　

公
共
施
設
に
設
置
す
る
場
合
、

衛
生
上
の
観
点
か
ら
課
題
も
あ

る
が
、
先
進
事
例
を
研
究
し
、

設
置
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

　

保
健
室
に
、
あ
る
程
度
の
数

を
配
備
し
て
い
る
。
学
校
の
ト

イ
レ
へ
の
常
備
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
経
済
的
な
影
響
が
深
刻

な
状
況
に
あ
る
た
め
、
先
進
事

例
等
を
研
究
し
、
設
置
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。

　

多
く
の
自
治
体
で
生
理
用
品

の
無
償
配
布
を
実
施
し
て
い
る
。

本
市
で
も
市
の
窓
口
で
生
理
用

品
の
無
償
配
布
を
実
施
す
べ
き
。

　

他
市
で
生
理
用
品
の
無
償
配

布
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
提
案
の
と
お
り
、

市
の
窓
口
で
の
無
償
配
布
を
考

え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
災
害
時

用
の
備
蓄
と
し
て
保
管
し
て
あ

る
生
理
用
品
を
社
会
福
祉
課
で

配
布
し
、
そ
の
後
の
配
布
分
の

購
入
費
用
と
し
て
、
６
月
追
加

補
正
に
予
算
計
上
を
検
討
し
て

い
る
。

質
問
し
た
内
容

１ 

上
下
水
道
の
運
営

２ 

防
災
訓
練

質
問
し
た
内
容

１ 

生
理
の
貧
困

２ 

健
康
二
次
被
害
防
止

宮
城
県
の
上
工
下
水
一
体
官
民
連
携

運
営
に
つ
い
て
注
視
す
べ
き

生
理
用
品
の
設
置
と
無
償
配
布
を

実
施
す
べ
き

Q

Q

QQ

Q

AA

A A A A

A

A

　

宮
城
県
上
工
下
水
一
体
官
民

連
携
運
営
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
対
し
、
懸
念
す
る
声
が
署
名

運
動
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
懸
念
に
つ
い
て
自

治
体
間
で
情
報
の
共
有
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。県
か
ら
は「
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
水
道
事
業
者

と
し
て
の
最
終
責
任
を
持
ち
続

け
た
上
で
公
共
性
を
担
保
し
て

い
く
」
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

自
治
体
間
で
は
仙
南
・
仙
塩
広

域
水
道
受
水
団
体
連
絡
会
の
場

で
情
報
共
有
し
、
県
へ
の
意
見

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　

既
に
導
入
し
た
諸
外
国
で
は
、

様
々
な
問
題
や
理
由
か
ら
再
公

営
化
へ
と
舵
を
切
り
直
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
よ
り
慎
重

に
決
め
る
よ
う
県
に
進
言
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

本
市
に
お
い
て
、
導
入
に
よ

り
水
質
や
経
営
状
況
な
ど
に
影

響
が
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
17
の

市
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
連
絡

会
の
場
に
お
い
て
情
報
交
換
を

行
い
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

県
へ
意
見
要
望
を
行
う
。

　

運
営
の
内
容
と
懸
念
や
問
題

点
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
に

は
、
県
の
説
明
会
の
動
画
と
資

料
と
併
せ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
あ
る
日
本
の
水
道
の
危

う
さ
を
訴
え
る
動
画
を
見
る
と

分
か
り
や
す
い
。
市
長
の
持
つ

印
象
と
考
え
は
。

　

県
の
資
料
は
将
来
の
課
題
を

背
景
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
県

議
会
で
の
議
論
も
注
視
し
て
い

く
。
県
に
は
今
後
も
丁
寧
に
説

明
す
る
姿
勢
を
続
け
て
ほ
し
い
。

水 道

福 祉

小野寺 美穂

大友　康信

Q
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安 全

公 営
住 宅

　

仙
台
空
港
の
運
用
時
間
24
時

間
化
に
関
す
る
覚
書
の
地
域
振

興
策
に
よ
り
、
県
道
愛
島
名
取

線
の
安
全
対
策
事
業
が
、
県
主

体
で
西
側
に
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を

設
置
し
歩
道
空
間
を
設
け
る
案

で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

市
で
は
、
こ
の
事
業
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

　

歩
行
者
を
守
る
効
果
は
高
い

が
、
限
ら
れ
た
道
路
空
間
で
の

対
策
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
に

は
、
広
く
沿
線
住
民
の
方
々
に

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
地
区
全

体
の
ご
理
解
を
得
て
事
業
を
進

め
て
頂
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
児

童
生
徒
に
と
っ
て
、よ
り
安
全
・

安
心
な
対
策
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
お
り
、
今
後
も
市
長

部
局
や
学
校
と
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
く
。

　

こ
の
地
域
振
興
策
を
機
に
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
た
館
腰
遊
歩
道
の
危
険
区
域

に
、
土
砂
災
害
か
ら
近
隣
住
民

の
安
全
は
元
よ
り
児
童
生
徒
を

守
る
た
め
、
崩
落
土
砂
防
護
柵

等
を
設
置
し
、
安
全
対
策
を
推

進
す
べ
き
。

　

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
専
門
家
に
よ
る
当

該
区
域
の
現
地
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
具
体
的
な
安
全
対
策

に
向
け
た
検
討
方
針
を
考
え
て

い
く
。

　

今
後
も
学
校
と
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
に
と
っ

て
、
安
全
・
安
心
な
対
策
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

遊
歩
道
に
土
砂
災
害
防
止
策
を
施
し

住
民
や
学
校
の
安
全
確
保
を

市
営
住
宅
の
管
理
運
営
を

地
元
事
業
者
に
見
直
す
べ
き

Q

QQ Q

A

A

A

A

　

市
営
住
宅
入
居
者
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
自
治
会
が
行
う

周
辺
の
環
境
整
備
や
、
共
益
費

の
集
金
が
難
し
く
な
っ
て
い
な

い
か
。
復
興
公
営
住
宅
は
敷
地

も
広
い
。
自
治
会
に
代
わ
っ
て

管
理
者
が
共
益
費
を
集
金
し
、

外
注
し
て
維
持
管
理
を
行
う
手

法
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

自
治
会
か
ら
は
、
参
加
で
き

る
方
々
で
清
掃
活
動
等
を
継
続

し
た
い
と
聞
い
て
い
る
。
清
掃

範
囲
が
広
い
た
め
、
市
は
今
年

か
ら
年
１
回
、
共
有
ス
ペ
ー
ス

や
緑
地
な
ど
の
清
掃
を
行
い
、

自
治
会
を
応
援
し
て
い
く
。

　

市
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
、
市
民
に
寄
り
添
う
視
点

か
ら
、
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

に
よ
る
管
理
代
行
を
見
直
し
、

市
内
事
業
者
に
よ
る
指
定
管
理

を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　

管
理
代
行
か
ら
指
定
管
理
に

切
り
替
え
る
こ
と
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

　

市
内
民
間
事
業
者
に
よ
る
指

定
管
理
は
、
市
内
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ
、

地
域
循
環
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
な
る
。
迅
速
で
円
滑
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　

比
較
検
討
が
必
要
と
い
う
観

点
は
あ
る
。
基
本
的
に
地
元
の

事
業
者
を
優
先
で
き
る
体
制
に

し
た
い
が
、
管
理
運
営
に
は
複

雑
で
特
別
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

に
な
る
。
持
続
的
に
事
業
を
進

め
る
た
め
、
公
社
の
安
心
感
や

ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
地
元
の
雇
用
創

出
に
よ
る
経
済
活
性
化
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
て
進
め
る
こ
と

に
な
る
が
、
地
元
の
事
業
者
か

ら
具
体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
。

質
問
し
た
内
容

１ 

仙
台
空
港
の
運
用
時
間
24
時
間

化
に
関
す
る
覚
書

質
問
し
た
内
容

１ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
危
機
管
理

体
制

２ 

消
石
灰
に
よ
る
消
毒

３ 

公
営
住
宅
の
管
理
運
営

４ 

上
下
水
道
事
業

佐々木 哲男

大久保 主計

A

A

A

Q
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市
の
障
が
い
児
保
育
事
業
は
、

３
歳
以
上
の
心
身
に
障
害
を
持

つ
幼
児
で
、
障
害
児
保
育
指
導

委
員
会
に
お
い
て
集
団
保
育
が

可
能
と
認
定
さ
れ
た
者
を
対
象

と
し
て
い
る
。
第
２
期
名
取
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
は
「
３
歳
児
未
満
の
保
育

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
」
と
あ

る
が
、
い
つ
ま
で
に
結
論
を
導

く
考
え
か
。

　

計
画
期
間
内
に
検
討
を
行
い
、

対
応
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

県
立
視
覚
支
援
学
校
に
令
和

４
年
４
月
、
幼
稚
部
が
開
設
す

る
。
平
成
30
年
頃
に
保
護
者
か

ら
要
望
が
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
さ
れ
た
印
象
を

受
け
る
。
本
市
も
令
和
３
年
度

中
に
検
討
の
結
果
を
示
す
べ
き
。

　

令
和
６
年
度
ま
で
の
取
組
に

関
す
る
計
画
で
あ
る
た
め
、
計

画
期
間
中
に
で
き
る
だ
け
早
く

結
論
を
導
き
た
い
。

　

仙
台
市
は
、
生
後
５
か
月
以

上
の
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
に
対
す
る
「
プ
ラ
ス
支
援

保
育
」
を
実
施
し
て
い
る
。
な

ぜ
本
市
で
は
で
き
な
い
の
か
。

　

障
が
い
児
へ
の
手
厚
い
対
応

と
現
場
の
安
全
性
と
の
両
立
を

図
る
上
で
難
し
さ
が
あ
る
。

　

本
市
は
昭
和
50
年
４
月
に
県

内
で
初
め
て
障
が
い
児
保
育
を

実
施
し
た
。
こ
の
決
断
こ
そ
、

本
市
の
歴
史
に
お
い
て
最
高
に

輝
か
し
い
誇
り
の
１
つ
で
あ
る

と
思
う
。
障
が
い
児
保
育
事
業

に
つ
い
て
、
国
の
基
準
以
上
の

手
厚
い
対
応
に
取
り
組
む
県
内

先
進
地
と
し
て
の
地
位
の
回
復

を
目
指
す
べ
き
。

　

共
生
社
会
を
目
指
す
中
で
、

検
討
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

障
が
い
児
保
育
事
業
の

対
象
を
拡
大
す
べ
き

第
一
中
学
校
の
屋
外
施
設
の

現
況
確
認
と
改
善
を

子育て

教 育

Q

Q

QQ

A

A

A

A

　

間
も
な
く
学
校
沿
い
に
県
道

愛
島
名
取
線
が
開
通
す
る
。
防

球
ネ
ッ
ト
の
高
さ
や
防
砂
ネ
ッ

ト
な
ど
の
問
題
や
課
題
は
。

　

敷
地
境
界
に
近
い
場
所
で
行

う
部
活
動
の
野
球
を
想
定
し
、

敷
地
東
側
に
高
さ
約
８
㍍
の
防

球
ネ
ッ
ト
が
あ
る
。
県
道
に
最

も
近
い
箇
所
は
、
ホ
ー
ム
ベ
ー

ス
か
ら
約
40
㍍
あ
り
、
そ
の
間

に
防
球
ネ
ッ
ト
や
公
道
、
民
地

が
あ
る
。
県
道
が
直
接
学
校
敷

地
と
接
す
る
位
置
は
、
ホ
ー
ム

ベ
ー
ス
か
ら
約
１
０
０
㍍
あ
り
、

こ
こ
ま
で
ボ
ー
ル
が
飛
ぶ
こ
と

は
通
常
な
い
と
想
定
し
て
お
り
、

現
時
点
で
は
十
分
に
安
全
を
満

た
し
て
い
る
。

　

防
砂
ネ
ッ
ト
は
令
和
２
年
度

に
、
新
し
い
も
の
を
設
置
し
た
。

し
か
し
、
春
先
の
強
風
時
な
ど

に
高
く
舞
い
上
が
っ
た
細
か
い

砂
が
、
周
囲
に
飛
散
す
る
の
で

今
後
は
対
策
を
調
査
研
究
す
る
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
雨
が
降
る

と
浸
水
し
、
一
定
期
間
は
部
活

動
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
防
球

ネ
ッ
ト
も
整
備
不
良
箇
所
が
あ

る
。
早
急
に
改
善
す
べ
き
。

　

雨
水
対
策
は
、
平
成
27
年
度

に
排
水
ま
す
の
設
置
や
Ｕ
字
溝

の
土
砂
上
げ
な
ど
軽
微
な
修
繕

を
実
施
し
て
き
た
が
、
地
形
的

に
敷
地
内
で
一
番
低
く
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
以
外
の
雨
水
も
集
ま

る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
現
在
の
構
造
物
を

利
用
し
、
砂
な
ど
の
堆
積
物
の

除
去
・
清
掃
を
小
ま
め
に
行
う

な
ど
、
学
校
と
協
力
し
、
雨
水

排
水
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
維

持
管
理
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

防
球
ネ
ッ
ト
の
整
備
不
良
箇
所

は
、
学
校
と
調
整
し
対
応
す
る
。

質
問
し
た
内
容

１ 

市
内
の
カ
メ
ラ
製
造
工
場
の
国

内
生
産
終
了
報
道

２ 

第
一
中
学
校
の
校
庭
な
ど
の
現

状
と
求
め
ら
れ
る
改
善

３ 

公
民
館
の
将
来
と
改
善
す
べ
き

課
題

４ 

新
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

設
候
補
予
定
地
の
進
捗

質
問
し
た
内
容

１ 

地
域
防
災
力
の
向
上

２ 

障
が
い
児
保
育
事
業
の
対
象
の

拡
大

齋　　浩美

吉田　　良

A

A

Q Q
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を

調
査
す
べ
き

ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
の
作
成
に

取
り
組
む
べ
き

福 祉

防 災

菅原　和子

菊地　　忍　

　

環
境
省
が
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
か
ら
策
定
し
た
「
災
害
時

に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
飼
い

主
は
ペ
ッ
ト
と
同
行
避
難
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
と
あ
る
。

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に

つ
い
て
本
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

　

動
物
が
苦
手
な
方
や
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
へ

の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
避
難
所
の
中
に
入
る
こ
と

は
基
本
的
に
難
し
い
こ
と
を
説

明
し
、
そ
の
上
で
、
避
難
者
同

士
の
話
合
い
や
、
施
設
管
理
者

の
判
断
に
よ
り
対
応
す
る
。

　

飼
い
主
に
と
っ
て
ペ
ッ
ト
は

家
族
の
一
員
で
あ
り
、
ペ
ッ
ト

と
共
に
自
分
の
身
を
守
る
た
め
、

平
時
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
あ

る
。

　

利
府
町
で
は
毎
年
の
総
合
防

災
訓
練
に
併
せ
て
ペ
ッ
ト
と
の

同
行
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
、
県
の
獣
医
師
会
の
参
加
や

ペ
ッ
ト
用
防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介

が
あ
る
な
ど
好
評
で
あ
る
。
本

市
で
は
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

訓
練
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　

行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　

利
府
町
で
は
災
害
時
に
飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
ペ
ッ
ト
と

の
同
行
避
難
が
で
き
る
よ
う
基

本
的
な
し
つ
け
、
避
難
の
持
ち

出
し
品
リ
ス
ト
な
ど
を
明
記
し

た
「
ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
」
を
作

成
し
て
い
る
。
本
市
で
も
取
り

組
む
べ
き
。

　
「
ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
」
に
は
、

予
防
接
種
の
履
歴
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
の
受
入

れ
に
つ
い
て
の
１
つ
の
基
準
に

な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
有

効
性
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q

Q

A

A質
問
し
た
内
容

１ 

不
育
症

２ 

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

３ 

が
ん
対
策

A

Q

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
本

来
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
る

よ
う
な
家
事
や
家
族
の
世
話
な

ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
指
す
も
の

で
あ
る
。
令
和
２
年
度
に
行
わ

れ
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

に
関
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
全

国
の
中
学
２
年
生
と
高
校
２
年

生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
、「
世
話
を
し
て

い
る
家
族
が
い
る
」
と
答
え
た

中
学
２
年
生
が
５
・
７
㌫
、
高

校
２
年
生
は
４
・
１
㌫
に
上
っ

た
。
本
市
で
も
多
数
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
が
い
る
と
思
慮
さ
れ

る
が
、
そ
の
認
識
と
こ
れ
ま
で

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
れ
ま
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

が
問
題
と
な
り
対
応
し
た
事
例

は
な
い
が
、
名
取
市
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
代
表
者
会

議
の
中
で
、
宮
城
県
中
央
児
童

相
談
所
長
よ
り
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
に
関
す
る
講
話
を
頂
き
、
取

り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

児
童
生
徒
の
将
来
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
教

育
課
題
の
１
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を

把
握
し
切
れ
て
い
な
い
た
め
に

支
援
の
手
が
届
い
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
市

に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
を
調
査
す
べ
き
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
は

潜
在
化
し
や
す
い
た
め
、
実
態

の
把
握
に
努
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
児
童
相
談
所
や
教
育

委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
協

議
し
、
調
査
の
体
制
や
手
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

Q

A質
問
し
た
内
容

１ 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

２ 

移
住
支
援
へ
の
取
組

A

A Q
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荒川　洋平

笹森　　波

感染症
対 策

感染症
対 策

市
独
自
で
優
先
接
種
対
象
の

拡
大
を

高
齢
者
福
祉
施
設
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
と
対
応
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
現
在
の
接
種
状
況
は
。

　

現
在
65
歳
以
上
の
希
望
者
に

対
し
、
集
団
接
種
と
個
別
接
種

を
実
施
し
て
い
る
。
集
団
接
種

は
、
６
月
13
日
ま
で
に
1
回
目

の
接
種
を
受
け
た
方
の
合
計
は

７
５
８
０
人
で
、
個
別
接
種
は

６
月
９
日
ま
で
の
予
約
人
数
が

９
３
７
人
で
あ
る
。
高
齢
者
施

設
の
入
居
者
は
、
６
月
７
日
現

在
で
、
58
㌫
に
あ
た
る
５
５
０

人
が
２
回
目
の
接
種
ま
で
終
了

し
て
い
る
。

　

接
種
状
況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
数
字
を
出

せ
る
か
不
明
だ
が
検
討
す
る
。

　

空
白
期
間
を
生
じ
さ
せ
な
い

よ
う
、
64
歳
以
下
の
一
般
接
種

を
進
め
る
べ
き
。

　

接
種
券
は
60
歳
以
上
64
歳
以

下
の
市
民
へ
６
月
22
日
に
、
50

歳
以
上
59
歳
以
下
の
市
民
へ
23

日
に
送
付
す
る
。
そ
の
後
順
次

送
付
予
定
で
、
接
種
開
始
は
７

月
11
日
か
ら
の
予
定
で
あ
る
。

　

12
歳
か
ら
15
歳
に
つ
い
て
の

接
種
の
考
え
方
、
進
め
方
は
。

　

現
在
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

　

国
が
示
し
て
い
る
優
先
接
種

対
象
者
以
外
を
対
象
と
す
る
か

は
、
自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
、
保
育
士
や
教
職

員
な
ど
の
職
種
に
つ
い
て
も
優

先
接
種
対
象
と
す
べ
き
。

　

市
内
在
住
が
条
件
に
な
る
が
、

保
育
士
、
小
中
学
校
高
校
の
教

職
員
、
高
齢
者
施
設
・
福
祉
施

設
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
職
員
・

幼
稚
園
教
諭
・
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
優
先
接
種
対
象
者
と

し
て
考
え
て
い
る
。

Q

Q Q

QQ Q

Q

A

AA

A

A

　

市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
の
、

入
所
者
や
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状
況
は
。

　

市
内
29
施
設
の
入
所
者
は
９

４
４
名
で
職
員
が
７
９
８
名
で

あ
る
。
５
５
０
名
の
入
所
者
と

29
名
の
職
員
が
２
回
目
の
接
種

を
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
職
員

を
対
象
に
２
施
設
で
実
施
し
た

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

施
設
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
の
発
生
状
況
を
把

握
し
て
い
る
か
。

　

施
設
側
、
市
と
も
に
一
定
の

対
応
が
取
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

面
が
あ
る
。
直
ち
に
県
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
運
用
す
る

よ
う
に
改
め
て
各
施
設
に
通
知

し
、
発
生
状
況
の
詳
細
把
握
に

努
め
て
い
く
。

　

施
設
内
で
感
染
者
が
発
生
し

た
際
の
対
応
状
況
を
把
握
し
て

い
る
か
。

　

各
施
設
か
ら
の
報
告
を
そ
の

ま
ま
受
け
る
と
い
う
運
用
だ
っ

た
た
め
、
詳
細
な
報
告
を
受
け

た
施
設
と
そ
う
で
な
い
施
設
が

あ
り
、
状
況
把
握
が
一
律
で
は

な
か
っ
た
。
今
後
は
「
発
生
時

の
対
応
」「
発
生
後
の
対
応
」「
再

発
防
止
策
」
な
ど
の
詳
細
の
把

握
に
努
め
て
い
く
。

　

施
設
内
で
感
染
者
発
生
の
情

報
を
得
た
際
、
聞
き
取
り
を
行

い
、
必
要
な
支
援
を
検
討
す
べ

き
。

　

施
設
へ
の
指
導
対
応
は
第
一

義
的
に
は
県
が
行
う
が
、
本
市

と
し
て
も
県
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
平
常
の
施
設
運
営
を
早

期
に
回
復
で
き
る
よ
う
に
、
可

能
な
範
囲
で
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問
し
た
内
容

１ 

市
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

２ 

被
災
者
支
援

質
問
し
た
内
容

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
現
在
の
接
種
状
況
と
今
後

の
一
般
接
種
の
想
定

２ 

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

A

A

Q QA

A
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● 

６
月
定
例
会　

議
案
審
議 

●

名
取
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

６
月
定
例
会　

会
期　

６
月
10
日
〜
23
日

６
月
定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案 

 

報
告 ･･･････････････

５
件

 

専
決
処
分 ･･･････････

６
件

 

条
例 ･･･････････････
８
件

 

補
正
予
算 ･･･････････
３
件 

 

議
決
案 ･････････････

２
件

　

議
員
提
出
議
案

 

会
議
規
則 ･･･････････

１
件

 

意
見
書 ･････････････

１
件

 

　
　
　
　
　
　

 

計
26
件

提
出
さ
れ
た
議
案
の
概
要
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
議
案
の
概
要
と
審
議
結
果
」
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

〔
議
案
第
77
号
〕　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

Pick up 1
Q

QQ

A

AA

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て

　

街
路
灯
設
置
工
事
の
場
所
は
。

　

地
元
か
ら
の
要
望
に
よ
り
杉

ケ
袋
北
地
区
と
杉
ケ
袋
南
地
区

に
そ
れ
ぞ
れ
10
基
ず
つ
設
置
す

る
。

　

他
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る

箇
所
は
あ
る
か
。

　

地
元
と
の
調
整
に
基
づ
き
、

設
置
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
他

に
設
置
予
定
の
箇
所
は
な
い
。

空
港
周
辺
対
策
事
業
に　

つ
い
て

　

北
目
集
会
所
に
関
す
る
地
域

か
ら
の
要
望
内
容
は
。
現
地
再

建
や
移
転
は
あ
る
の
か
。

　

老
朽
化
が
進
ん
だ
北
目
区
生

活
セ
ン
タ
ー
を
建
て
替
え
る
要

望
で
あ
り
、
場
所
に
つ
い
て
は

現
地
再
建
も
含
め
、
地
元
で
適

地
を
探
し
て
い
る
。

　

今
後
の
見
通
し
は
。

　

令
和
３
年
度
中
に
場
所
の
選

定
・
用
地
買
収
、
令
和
４
年
度

に
設
計
、
令
和
５
年
度
に
建
設
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
使
用
開
始

を
目
指
し
て
い
る
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

仙
台
空
港
の
24
時
間
化
に
伴
う　
　
　

地
域
振
興
策
に
取
り
組
み
ま
す

QA
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〔
議
案
第
77
号
〕　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

〔
議
案
第
81
号
〕　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

Pick up 2

Pick up 3

Q

Q

Q

Q Q

Q

A

A

A

A

A

A

　

具
体
的
な
内
容
は
。

　

市
窓
口
や
市
内
小
中
学
校
に

お
い
て
、
生
理
用
品
を
無
償
で

配
布
す
る
。

　

配
布
方
法
は
。

　

配
布
は
社
会
福
祉
課
の
ほ
か
、

各
公
民
館
で
行
う
こ
と
を
想
定

し
て
お
り
、
窓
口
で
の
配
布
の

際
に
は
紙
袋
に
封
入
し
て
対
応

す
る
。

　

市
内
小
中
学
校
で
の
配
布
方

法
や
ト
イ
レ
へ
の
設
置
方
法
は

こ
れ
か
ら
協
議
す
る
。

　

配
布
時
期
は
。

　

準
備
が
整
い
次
第
、
災
害
備

蓄
品
も
活
用
し
な
が
ら
配
布
を

始
め
た
い
。

　

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

を
行
い
周
知
に
努
め
る
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

児
童
セ
ン
タ
ー
の
職
員
不
足
の　
　
　

解
消
に
取
り
組
み
ま
す

生
理
用
品
の
無
償
配
布
に　
　
　
　
　

取
り
組
み
ま
す

QA

児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業
人
材
紹
介
手
数
料
に

つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
金
額
の

詳
細
は
。

　

令
和
２
年
度
末
で
児
童
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
３
名
退
職
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
募
集
し
た
が

応
募
が
な
く
、
人
材
紹
介
会
社

を
通
じ
て
募
集
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

金
額
の
４
百
５
万
２
千
円
は

退
職
し
た
３
名
分
と
今
後
も
不

足
す
る
事
を
想
定
し
、
さ
ら
に

３
名
分
を
加
え
た
６
名
分
の
予

算
で
あ
る
。

　

夏
休
み
前
ま
で
に
職
員
は
紹

介
さ
れ
る
の
か
。

　

不
足
が
生
じ
た
３
名
分
は
、

既
定
予
算
を
流
用
し
て
対
応
し

た
。
流
用
分
を
補
う
も
の
に
加

え
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
た

め
、
紹
介
手
数
料
を
措
置
す
る
。

不
登
校
生
徒
学
び
支
援　

教
室
充
実
事
業
に
つ
い
て

　

新
た
に
予
算
措
置
さ
れ
た
が

詳
細
は
。

　

令
和
２
年
度
末
に
拡
充
と
な

っ
た
県
の
補
助
事
業
で
、
市
内

の
４
中
学
校
を
対
象
と
し
、
教

室
運
営
に
必
要
な
消
耗
品
及
び

備
品
等
の
購
入
費
用
を
措
置
す

る
も
の
で
あ
る
。
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No.2

６
月
定
例
会
で
は
、
１
件
の
陳
情
が

提
出
さ
れ
ま
し
た

No.1

▼賛否が分かれたもの ※　○は賛成、×は反対

※地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっておりません。

審議結果

会
議
名

提
出
者
議案番号 件　名

審
議
結
果

  議員名（議席番号順）
菊
地　

昌
夫

熊
谷　

克
彦

笹
森　
　

波

千
葉　

栄
幸

板
橋　

美
保

大
泉　

徳
子

大
久
保
主
計

齋　
　

浩
美

菅
原　

和
子

吉
田　
　

良

荒
川　

洋
平

大
友　

康
信

佐
々
木
哲
男

及
川　

秀
一

菊
地　
　

忍

小
野
寺
美
穂

郷
内　

良
治

丹
野　

政
喜

山
田
龍
太
郎

佐
藤　

正
博

第
３
回
定
例
会

議
員議会案第３号

東京電力福島第一原子力発電所における　
ＡＬＰＳ等処理水の海洋放出について慎重
な対応を求める意見書

修正

可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
情

◇ 

名
取
市
所
有
の
土
地
の
借
用
に
つ
い
て
の
陳
情

　
（
佐
藤　

幸
弘
氏
）

Topics

今期定例会において全会一致で可決した議案を含む、審議結果の一覧は、
市議会ホームページの「議案の概要と審議結果」をごらんください。

　

市
議
会
で
は
６
月
定
例
会
に

お
い
て
、「
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
等
処
理
水
の
海
洋
放
出

に
つ
い
て
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書
」
を
賛
成
多
数
で
修

正
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
等

宛
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
取
市
議
会
会
議
規

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
２
月

定
例
会
で
は
請
願
に
係
る
署
名

押
印
の
見
直
し
に
つ
い
て
改
正

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画
を
促

進
す
る
環
境
整
備
を
図
る
観
点

か
ら
、
本
会
議
や
委
員
会
へ

の
欠
席
事
由
と
し
て
育
児
、
看

護
、
介
護
等
に
つ
い
て
明
文
化

す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
出
産
に
よ
り
欠
席
す
る
際

の
期
間
に
つ
い
て
産
前
・
産
後

８
週
間
と
規
定
す
る
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案（
意
見
書
・
会
議
規
則
）に

つ
い
て
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No.3

No.5

○ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

（
４
月
26
日
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○ 

本
郷
小
規
模
保
育
所
改
築
工

事
に
つ
い
て
（
５
月
31
日
）

　

市
道
本
郷
堀
内
線
の
改
良
工

事
に
よ
り
本
郷
小
規
模
保
育
所

の
建
物
が
支
障
と
な
る
こ
と
か

ら
、現
施
設
の
南
側
（
園
庭
側
）

に
移
転
改
築
す
る
こ
と
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

改
築
後
も
利
用
定
員
に
変
更

は
な
く
、
現
在
の
施
設
と
同
程

度
の
木
造
平
屋
建
て
、
延
床
面

積
４
３
４
・
75
平
方
㍍
の
大
き

さ
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

建
物
本
体
の
建
築
工
事
期
間

は
令
和
３
年
９
月
か
ら
令
和
４

年
３
月
ま
で
を
見
込
み
、
施
設

の
引
っ
越
し
等
の
新
た
な
場
所

で
の
開
設
準
備
を
経
た
令
和
４

年
９
月
の
開
所
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
協
議
会

No.4
　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
、
議
会
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
視
聴
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
は
、
延
べ
１
万
５
５
３
４
人
の
方
々

に
議
会
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た

令和２年度　視聴状況

生中継 録画中継
令和２年
４月 － 220

５月 262 211

６月 1,595 393

７月 158 234

８月 － 166

９月 4,043 415

10月 － 278

11月 116 110

12月 1,611 237
令和３年　
１月 － 142

２月 850 145

３月 3,999 349 

12,634 2,900

　

議
会
だ
よ
り
第
１
７
４
号
掲
載
記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
13
ペ
ー
ジ　

令
和
３
年
度
予
算
審
査　

吉
田　

良
議
員
の

　

討
論
に
関
す
る
記
事　

本
文
２
段
落
目

　
　
【
誤
】　

仙
台
市
の
藤
塚
・
井
戸
浦
地
区

　
　
【
正
】　

仙
台
市
の
藤
塚
・
井
土
浦
地
区

議
会
だ
よ
り
第
１
７
４
号
掲
載
記
事
に
係
る

お
わ
び
と
訂
正
に
つ
い
て



な
と
り
市
議
会
だ
よ
り

　本市でも、新型コロナウイルスワクチ
ン接種が、6月定例会に先駆けて開始さ
れました。
　今定例会では、16歳以上のワクチン接
種の見直しが示され、15歳以下の接種も
順次調整し、希望者全員が接種できるよ
う進められているところです。
　本号が発行となる頃には、東京オリン

ピックの真っただ中と思われます。引き
続き開催される予定のパラリンピックも
含め、世界のアスリートがスポーツを通
じ、夢と希望を与えてくれる祭典になる
ことを願っています。
　人々の笑顔と活気ある日常が、一日も
早く取り戻せるよう、さらに
尽力していきます。　
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〒
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TEL022-384-2109

名取市議会の情報はこちらから

委 員

菊地　昌夫

編 集
後 記

名取市議会

令和３年９月定例会は、

９月２日（木）
開会予定です。

議会を読もう
　名取市議会だよりは、2月、5月、
8月、11 月に発行しています。
　バックナンバーは、ホームページ
でもごらんいただけます。

議会を傍聴しよう
　現在、新型コロナウイルスの感染
拡大防止のご協力を頂いておりま
す。詳しくは、市議会ホームページ
でご確認いただくか、議
会事務局へお問い合わせ
ください。

議会に参加しよう
　議会に対して陳情等を提出するこ
とができます。
　陳情とは、特定の事項について議
会などに実情を訴え、適切な措置を
要望することです。

議会を動画で見よう
　本会議の模様をインターネットで
中継（生中継・録画中継）していま
す。ぜひご活用ください。

会議録を読もう
　本会議及び財務常任委員会の会議
録をインターネットで公開していま
す。詳細な議論の内容の確認に、ぜ
ひご活用ください。

※ スマートフォンやタブレッ
ト端末での視聴にも対応し
ています。

今号の表紙を飾ってくれた、那智が丘地区町内会
連絡協議会の皆さんからお話を伺いました。

会　長 三塚　利春 さん（左）
相談役 馬場　文雄 さん（右）

地域の活動の原点は何ですか
　これまでに27回開催された夏祭りが原点です。
手作りの子供神輿や、各丁目で役割分担し、住
民間のコミュニケーションを図ってきました。
具体的なまちづくりの取組を教えてください
　桜の苗木に名札を付けて伝承していく桜プ
ロジェクト、地域資源のカタクリを守り育て、
語り継ぐ事業、買い物困難対策の野菜市や気軽
に話す場のお茶しませんかの会などです。
今後の活動予定や目標はありますか
　今までの事業の継続と高齢者の孤立防止、子
育てしやすいまちづくりに取り組みたいです。


